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石西礁湖サンゴ礁基金について 

石西礁湖サンゴ礁基金運営委員会 

 

第 13 回協議会以降の経過と平成 23 年度当初の基金運営について、以下の通りご報告し

ます。また、プロモーション活動も行っておりますので、あわせてご報告します。 

 

１ 寄付 

平成 22 年度の寄付金額合計（平成 22 年末現在） 

現金・振替    15 件  363,420 円 

オンライン     9 件 150,110 円 

計       24 件  513,530 円 （累計 163 件 1,322,859 円）  

 

GiveOne サイトでの継続寄付、事業者からの売上の一部等の寄付のほか、企業の CSR

（社会的貢献）としての社員募金の寄付先となる等により、一定額の寄付が見込めるよう

になったが、事業拡大のため、積極的な寄付集めをすることが必要だと考えています。 

宮本委員を中心に、一昨年に引き続き昨年末に経済同友会主催の NPO 見本市に出展し、

CSR 活動を行う企業にＰＲを行い、その後企業訪問を行っています。 

前回協議会で承認された事項に関しては以下の通り実施しました。 

 

（１）オンライン寄付サイト GiveOne に、「サンゴ礁再生に向けた赤土流出防止プロ

ジェクトを追加登録しました。 

 

（２）日本興亜損害保険株式会社の「おもいやりプログラム」に「ファンドレイジング

プロジェクト」で応募しましたが、残念ながら不採択となりました。 

 

 

２ 助成事業 

八重山ダイビング協会のオニヒトデ駆除の取り組みは 8 月 4 日に行われ完了しました。 

前回協議会で助成を承認された陸域対策グループ干川明さんの「サトウキビ株出し栽培

への農法転換推進」は、実施中で、既に数か所で株出し作業が行われています。 

前回協議会で助成の方針が承認された、実行委員会による「コーラルウォッチプロジェ

クト」について、昨年 8 月 17 日付で 73,000 円の助成を決定し、現在実施中です。 
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３ 平成 22 年度予算執行状況、 

平成 22 年 12 月末現在で、以下のとおりです。 

このうち、前回協議会以後の支出（運営費 21,364 円）について承認をお願いします。 

 

 

平成２２年度予算執行状況（２２年末現在）   

     

（収入）    （単位：円）

科      目 予算額 収入済 摘       要 

前年度繰越   753,673 753,673 

寄付金   1,200,000 513,530   

  現金、口座振り込み 900,000 363,420   

  オンライン 300,000 150,110 GiveOne サイト経由 

雑収入   1,000 26   

        

計   1,954,673 1,267,229   

     

（支出）    （単位：円）

科      目 予算額 支出済 摘       要 

助成費   1,400,000 803,000   

運営費   170,000 33,778 前回協議会以降支出   21,364 

  備消耗品費 60,000 4,483        〃       2,934 

  通信費 30,000 4,340        〃       2,030 

  手数料等 60,000 24,835        〃      16,400 

  雑費 20,000 120        〃            0 

広報費   130,000 0   

  印刷費 100,000 0   

  雑費 30,000 0   

予備費   254,673 0   

          

計   1,954,673 836,778   

     

 現在高 （収入済額－支出済額） 430,451  
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４ 平成 23 年度当初の基金運営 

別紙の暫定予算案の承認をお願いします。基金運営委員会は、この予算に基づき、助成

費、運営費、広報費を支出決定し、次回協議会が開催され次第、承認を求めるとともに、

平成 23 年度予算案を提案します。 

 

【説明】 

① 新年度の最初の協議会の開催は、近年の例では６月頃となると思われるが、この間

も基金の活動を続けるため、予算の裏付けが必要である。 

② 寄付の募集は継続して行う必要があり、寄付者に対する領収書・お礼状の送付といっ

た事務も中断することはできない。 

③ 助成事業では、産卵期前のオニヒトデ駆除等この時期に行うべきものがある。 

 

 

平成 23 年度暫定予算（案） （第 15 回石西礁湖自然再生協議会まで） 

     

（収入）    （単位：円）

科      目 金 額 摘        要 

前年度繰越   600,000   

 寄付金   399,000   

  現金、口座振り込み 249,000   

  オンライン 150,000   

 雑収入   1,000   

        

収入計   1,000,000   

    

（支出）   （単位：円）

科      目 金 額   

助成費   600,000   

運営費   75,000   

  備消耗品費 25,000 送付用封筒、事務用品 

  通信費 20,000 礼状、領収書送付、ダイレクトメール送付 

  手数料等 25,000 ＧｉｖｅＯｎｅ手数料等 

  雑費 5,000   

広報費   105,000   

  印刷費 100,000 リーフレット等印刷 

  雑費 5,000   

予備費   220,000     

          

支出計   1,000,000   
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５ 石西礁湖サンゴ礁基金プロモーション活動報告 

2011 年1 月25 日 運営委員 宮本善和 

（1）経済同友会ＮＰＯ見本市への参加 

一昨年に引き続き年末に経済同友会主催のＮＰＯ見本市に出展し、ＣＳＲ活動を行う

企業にＰＲを行った。その結果、以下の企業と会話することができた。 

① 大丸松坂屋百貨店 

② 丸紅 

③ ＡＮＡ 

④ ＴＳＵＴＡＹＡ 

⑤ 日本経済新聞社 

⑥ セブン＆アイ出版 

⑦ ＮＥＣ 

⑧ 横浜ゴム 

⑨ その他 

 

 

（2）企業訪問 

経済同友会ＮＰＯ見本市で会話することができた企業に訪問して当基金の活動をＰ

Ｒしている（1/7ＡＮＡ訪問、1/26ＮＥＣ）。 

ＡＮＡでは、「チーム美らサンゴ」の恩納村でのサンゴ礁保全の取組状況を聞くとと

もに、石西礁湖の現状と当基金の取組を紹介した。この中で、ＡＮＡ総研が釧路で生鮮

品を東京の商店街に空輸して産直を試行していることもあり、石垣市の“美ら海農産物”

によるサンゴ礁保全・赤土対策に対して関心が得られた。今後も情報交換を継続するこ

とを先方から依頼された。 

その他、食品流通大手の日本アクセス㈱の常務に“美ら海農産物”によるサンゴ礁保

全・赤土対策について協力を依頼した。生鮮部門の関係者を紹介頂く予定。 

今後は、ダイビング関係企業（ＰＡＤＩ、雑誌社など）にもＰＲする予定。 

 

（3）日本興亜火災「思いやりプログラム」への応募 

パブリックリソースセンターからの案内により、日本興亜火災「思いやりプログラム」

に「ファンドレイジングプロジェクト」で応募したが、残念ながら不採択となった。 

 

（4）沖縄県「地域協力型環境保全営農支援モデル事業」での調査 

沖縄県の新規事業「地域協力型環境保全営農支援モデル事業」において、石垣市をモ

デル地域の一つとして、民間事業者のＣＲＭ（Cause Related Marketing）による“美

ら海農産物”の販売促進の方途を調査する予定。 

 

（5）サポーター勧誘・イベント等 

新たな著名人サポーター勧誘については、人選・作戦を検討中。 

また、チャリティイベントも検討中。 
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